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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

回次
第88期

中間連結会計期間
第89期

中間連結会計期間
第88期

会計期間
自　2023年４月１日
至　2023年９月30日

自　2024年４月１日
至　2024年９月30日

自　2023年４月１日
至　2024年３月31日

売上高 （百万円） 12,000 13,166 27,425

経常利益 （百万円） 1,064 1,143 2,413

親会社株主に帰属する中間

（当期）純利益
（百万円） 618 633 1,756

中間包括利益又は包括利益 （百万円） 1,055 911 2,312

純資産額 （百万円） 22,066 23,658 23,191

総資産額 （百万円） 36,007 35,947 36,530

１株当たり中間（当期）

純利益金額
（円） 72.85 74.60 206.87

潜在株式調整後１株当たり

中間（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 53.5 57.5 55.5

営業活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） △398 1,045 101

投資活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） 271 △379 81

財務活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） △805 △673 △1,104

現金及び現金同等物の

中間期末（期末）残高
（百万円） 6,730 6,837 6,742

 

（注）１　当社は中間連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２　潜在株式調整後１株当たり中間（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

 

２【事業の内容】

　当中間連結会計期間において、当社グループにおいて営まれている事業の内容に重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当中間連結会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した事

業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当中間連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(1）財政状態及び経営成績の状況

　経営成績

当中間連結会計期間の経済環境は、ウクライナや中東情勢などの地政学的リスクが継続し、エネルギー価格の

高止まりや物価の高騰、中国経済の低迷、欧米における高い金利水準の継続など、依然として先行きが不透明な

状況が続いております。

当社グループ事業全般に関係する製造業の設備投資につきましては、景気の先行き不透明感から一部では慎重

な動きも見られましたが、総じて堅調に推移している状況です。また、脱炭素化に向けた世界的な流れは継続し

ており、各国政府の方針を受けて企業の研究開発や設備投資の拡大が引き続き期待されます。

このような状況のなか、2024年度は当社が推進中の中期経営計画（2021～2026年度）の４年目にあたります。

前半３年間（2021～2023年度）は「成長の基礎固め」に取り組み、後半３年間（2024～2026年度）を「成長の加

速」フェーズと位置付けています。

2024年度は「成長の加速」フェーズの初年度として、これまで注力してきた顧客価値創造と顧客増を目指す連

携・共創の体制整備や仕組み作りをさらに進めるとともに、当社の製品・サービスの差別化と市場での競争力強

化を図るため、温度を軸とした製品・技術・ノウハウを組み入れる「ループソリューション」のさらなる高度化

を目指して活動を展開しています。

売上高については、全ての製品セグメントにおいて増収となり、地域的には国内・アジア・北米で前年同期の

実績を上回りました。一方、全体の受注高は前年同期比で減少となりましたが、その主な要因は計装システムセ

グメントにおける年度内でのお客様の発注タイミングに依るところであり、同セグメントにおける需要は全般的

に好調に推移しています。

利益面についても、全てのセグメントにおいて増益となりました。継続的な原価低減の取組みに加え、原材料

費、人件費等のコスト増を踏まえて本年４月に製品価格の改定を一昨年に引き続き再度実施した効果が業績に反

映されてきています。

以上により、当中間連結会計期間の受注高は12,926百万円（前年同期比0.6％減）、売上高は13,166百万円(前

年同期比9.7％増)となりました。利益については、営業利益は1,066百万円（前年同期比16.7％増）、経常利益は

1,143百万円（前年同期比7.4％増）、親会社株主に帰属する中間純利益は633百万円（前年同期比2.5％増）とい

ずれも前年同期比で増加しました。

なお、当社グループの売上高、利益は期末に集中する傾向があり、上期の売上高及び利益は、通期実績の水準

に比べ乖離が大きくなる傾向があります。

 

セグメント別の状況は、次のとおりであります。

①計測制御機器

売上高は4,884百万円(前年同期比8.0％増）、セグメント利益は714百万円（前年同期比19.5％増）となりま

した。半導体・電子部品の製造設備や熱処理加工向けを中心に国内の需要が堅調に推移しました。

また、利益面では、上述のとおり原材料費、人件費等のコスト増を踏まえて、製品価格の見直しを行い、本

年４月に製品価格の改定を一昨年に引き続き再度実施した効果が表れています。

②計装システム

売上高は3,980百万円（前年同期比14.2％増）、セグメント利益は574百万円（前年同期比7.9％増）となり

ました。自動車向けなどの燃料電池評価試験装置、水素エネルギー利用の研究・開発用途の水電解評価装置

や、温室効果の低い自然冷媒に対応したコンプレッサー評価試験装置の引き合い・受注は好調を継続していま

す。これらの装置については、従来と比べて案件によって大型化しており、その年度内での受注・売上のタイ

ミングにより、前年同期比の増減が影響されることがあります。

利益面では、第１四半期に利益率が下振れした大型案件が発生しましたが、中間期を通しては前年同期比で

増益を確保しました。
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③センサ

売上高は3,803百万円（前年同期比7.5％増）、セグメント利益は658百万円（前年同期比5.7％増）となりま

した。電子部品の製造装置や熱処理加工向けが堅調に推移し前年同期比で増収となりました。加えて、当社グ

ループ会社の明陽電機株式会社が生産・販売を行う船舶向け温度センサ等の売上高の増加がセグメント全体の

売上増に寄与しました。

利益面では、主に増収の効果により、前年同期比で増益となりました。

④その他

売上高は497百万円（前年同期比10.0％増）で、セグメント利益は100百万円（前年同期比2.6％増）となり

ました。

 

　財政状態

　（資産）

当中間連結会計期間末の資産合計は、前連結会計年度末に比べて583百万円減少し、35,947百万円となりまし

た。

流動資産は、前連結会計年度末に比べ358百万円減少し、25,692百万円となりました。主な増減要因は、売上債

権の減少1,551百万円、棚卸資産の増加1,097百万円、現金及び預金の増加118百万円であります。

固定資産は、前連結会計年度末に比べ225百万円減少し、10,255百万円となりました。主な減少要因は、投資そ

の他の資産の減少126百万円、有形固定資産の減少77百万円であります。

　（負債）

当中間連結会計期間末の負債合計は、前連結会計年度末に比べて1,050百万円減少し、12,288百万円となりまし

た。

流動負債は、前連結会計年度末に比べ786百万円減少し、8,530百万円となりました。主な減少要因は、流動負

債（その他）の減少590百万円、設備関係電子記録債務の減少94百万円、未払法人税等の減少82百万円でありま

す。

固定負債は、前連結会計年度末に比べ263百万円減少し、3,758百万円となりました。主な減少要因は、長期借

入金の減少236百万円であります。

　（純資産）

当中間連結会計期間末の純資産合計は、前連結会計年度末に比べ466百万円増加し、23,658百万円となりまし

た。

 

(2）キャッシュ・フローの状況

①営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前中間純利益1,152百万円、売上債権の減少1,668百万円等の資金増加が、棚卸資産の増加998百万

円、法人税等の支払額480百万円、前受金の減少300百万円等の資金減少を上回ったことにより、当中間連結会計

期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、1,045百万円の資金増加（前年同期は398百万円の資金減

少）となりました。

②投資活動によるキャッシュ・フロー

有形・無形固定資産の取得による支出451百万円等の資金減少が、投資有価証券の売却による収入121百万円等

の資金増加を上回ったことにより、当中間連結会計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは、379百万

円の資金減少（前年同期は271百万円の資金増加）となりました。

③財務活動によるキャッシュ・フロー

配当金の支払額339百万円、長期借入金の返済による支出199百万円等の資金減少により、当中間連結会計期間

における財務活動によるキャッシュ・フローは、673百万円の資金減少（前年同期は805百万円の資金減少）とな

りました。

これらの結果、現金及び現金同等物の当中間連結会計期間末残高は前連結会計年度末6,742百万円に比べ95百万

円増加し、6,837百万円となりました。
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(3）会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の

分析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありません。

 

(4）経営方針・経営戦略等

当中間連結会計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はありま

せん。

 

(5）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当中間連結会計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な変

更及び新たに生じた課題はありません。

 

(6）研究開発活動

当中間連結会計期間におけるグループ全体の研究開発費の総額は615百万円であります。

なお、当中間連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

 

３【経営上の重要な契約等】

　当中間連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 23,820,000

計 23,820,000

 

 

②【発行済株式】

種類
中間会計期間末
現在発行数（株）
（2024年９月30日）

提出日現在
発行数（株）

（2024年11月13日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 9,260,116 9,260,116
東京証券取引所

（プライム市場）

単元株式数は

100株であります。

計 9,260,116 9,260,116 － －

（注）１．2024年７月９日付の取締役会決議により、譲渡制限付株式報酬として2024年８月８日付で自己株式

11,758株を処分しております。

２．提出日現在の発行済株式のうち39,104株は、譲渡制限付株式報酬として自己株式を処分した際の現物出

資（金銭報酬債権83百万円）によるものであります。

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（千株）

発行済株式
総数残高
（千株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額

（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

2024年４月１日～

2024年９月30日
－ 9,260 － 4,292 － 4,017
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（５）【大株主の状況】

  2024年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式（自己株
式を除く。）の総数
に対する所有株式数
の割合（％）

日本マスタートラスト信託銀行株式会

社(信託口)

東京都港区赤坂１丁目８番１号

赤坂インターシティＡＩＲ
918 10.80

チノ－取引先持株会 東京都板橋区熊野町３２番８号 792 9.32

チノー従業員持株会 東京都板橋区熊野町３２番８号 321 3.78

ＳＭＢＣ日興証券株式会社 東京都千代田区丸の内３丁目３番１号 279 3.28

株式会社日本カストディ銀行（信託

口）
東京都中央区晴海１丁目８番１２号 239 2.81

株式会社ニッカトー 大阪府堺市堺区遠里小野町３丁目２番２４号 209 2.47

株式会社共和電業 東京都調布市調布ヶ丘３丁目５番１号 207 2.44

株式会社北浜製作所 大阪府大阪市中央区船越町２丁目１番６号 182 2.14

BNP PARIBAS LUXEMBOURG/2S/JASDEC/

FIM/LUXEMBOURG FUNDS/UCITS ASSETS

(常任代理人　香港上海銀行東京支

店　カストディ業務部)

33 RUE DE GASPERICH,L-5826

HOWALD-HESPERANGE,LUXEMBOURG

(東京都中央区日本橋３丁目１１番１号)

155 1.82

日本生命保険相互会社

(常任代理人　日本マスタートラスト

信託銀行株式会社)

東京都千代田区丸の内１丁目６番６号

日本生命証券管理部内

(東京都港区赤坂１丁目８番１号

赤坂インターシティＡＩＲ)

152 1.79

計 － 3,457 40.65
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2024年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－ －
普通株式 755,800

完全議決権株式（その他） 普通株式 8,457,800 84,578 －

単元未満株式 普通株式 46,516 － １単元（100株）未満の株式

発行済株式総数  9,260,116 － －

総株主の議決権  － 84,578 －

（注）「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式86株が含まれております。

 

②【自己株式等】

    2024年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

株式会社チノー
東京都板橋区熊野町32番８号 755,800 － 755,800 8.16

計 － 755,800 － 755,800 8.16

 

 

２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当中間会計期間における役員の異動はありません。
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第４【経理の状況】

１　中間連結財務諸表の作成方法について
　当社の中間連結財務諸表は、「連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和51年大蔵省令第28

号。以下「連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　また、当社は、金融商品取引法第24条の５第１項の表の第１号の上欄に掲げる会社に該当し、連結財務諸表規則第

１編及び第３編の規定により第１種中間連結財務諸表を作成しております。

 

２　監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、中間連結会計期間（2024年４月１日から2024年９月

30日まで）に係る中間連結財務諸表について、監査法人ナカチによる期中レビューを受けております。
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１【中間連結財務諸表】

(1)【中間連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2024年３月31日)

当中間連結会計期間
(2024年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 7,305 7,424

受取手形、売掛金及び契約資産 ※１ 5,939 4,737

電子記録債権 ※１ 2,799 2,450

商品及び製品 830 735

仕掛品 3,700 4,669

原材料及び貯蔵品 5,176 5,399

その他 347 316

貸倒引当金 △49 △41

流動資産合計 26,050 25,692

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 3,447 3,393

その他 2,712 2,688

有形固定資産合計 6,159 6,082

無形固定資産   

その他 297 275

無形固定資産合計 297 275

投資その他の資産   

その他 4,080 3,910

貸倒引当金 △56 △13

投資その他の資産合計 4,023 3,897

固定資産合計 10,480 10,255

資産合計 36,530 35,947
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2024年３月31日)

当中間連結会計期間
(2024年９月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 ※１ 2,322 2,573

電子記録債務 ※１ 2,296 2,070

短期借入金 1,165 1,165

１年内返済予定の長期借入金 416 453

未払法人税等 508 426

賞与引当金 797 747

株主優待引当金 61 30

設備関係電子記録債務 ※１ 145 51

その他 1,603 1,013

流動負債合計 9,317 8,530

固定負債   

長期借入金 1,443 1,206

長期未払金 186 188

役員退職慰労引当金 132 84

退職給付に係る負債 1,891 1,906

その他 367 372

固定負債合計 4,021 3,758

負債合計 13,338 12,288

純資産の部   

株主資本   

資本金 4,292 4,292

資本剰余金 4,278 4,290

利益剰余金 12,209 12,503

自己株式 △1,126 △1,110

株主資本合計 19,654 19,976

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 459 385

為替換算調整勘定 222 361

退職給付に係る調整累計額 △75 △68

その他の包括利益累計額合計 606 678

非支配株主持分 2,931 3,003

純資産合計 23,191 23,658

負債純資産合計 36,530 35,947
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（２）【中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書】

【中間連結損益計算書】

  （単位：百万円）

 
前中間連結会計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年９月30日)

売上高 12,000 13,166

売上原価 8,186 8,962

売上総利益 3,813 4,204

販売費及び一般管理費   

給料手当及び賞与 1,034 1,061

賞与引当金繰入額 226 246

退職給付費用 58 54

役員退職慰労引当金繰入額 5 3

研究開発費 477 548

株主優待引当金繰入額 26 30

その他 1,070 1,191

販売費及び一般管理費合計 2,899 3,137

営業利益 914 1,066

営業外収益   

受取利息 13 14

受取配当金 32 32

売電収入 22 17

為替差益 78 －

助成金収入 0 48

保険解約返戻金 9 0

その他 15 16

営業外収益合計 171 130

営業外費用   

支払利息 5 6

金融関係手数料 2 3

売電費用 7 7

為替差損 － 30

その他 6 5

営業外費用合計 21 54

経常利益 1,064 1,143

特別利益   

固定資産売却益 － 2

投資有価証券売却益 15 11

特別利益合計 15 14

特別損失   

固定資産処分損 4 4

その他 － 0

特別損失合計 4 4

税金等調整前中間純利益 1,075 1,152

法人税等 361 401

中間純利益 714 750

非支配株主に帰属する中間純利益 96 117

親会社株主に帰属する中間純利益 618 633
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【中間連結包括利益計算書】

  （単位：百万円）

 
前中間連結会計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年９月30日)

中間純利益 714 750

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 213 △68

為替換算調整勘定 108 221

退職給付に係る調整額 19 7

その他の包括利益合計 341 160

中間包括利益 1,055 911

（内訳）   

親会社株主に係る中間包括利益 908 706

非支配株主に係る中間包括利益 146 205
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(3)【中間連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：百万円）

 
前中間連結会計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前中間純利益 1,075 1,152

減価償却費 377 427

長期前払費用償却額 14 14

貸倒引当金の増減額（△は減少） △30 △51

受取利息及び受取配当金 △46 △47

支払利息 5 6

売上債権の増減額（△は増加） 1,065 1,668

前受金の増減額（△は減少） 33 △300

棚卸資産の増減額（△は増加） △2,063 △998

仕入債務の増減額（△は減少） △179 △5

その他 △232 △429

小計 18 1,436

利息及び配当金の受取額 46 47

利息の支払額 △5 △6

助成金の受取額 0 48

法人税等の支払額 △457 △480

営業活動によるキャッシュ・フロー △398 1,045

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の払戻による収入 1,470 585

定期預金の預入による支出 △440 △585

有形固定資産の取得による支出 △683 △413

無形固定資産の取得による支出 △28 △38

投資有価証券の取得による支出 △20 △0

投資有価証券の売却による収入 32 121

保険積立金の積立による支出 △37 △37

保険積立金の払戻による収入 24 6

その他 △46 △16

投資活動によるキャッシュ・フロー 271 △379

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 6 －

長期借入金の返済による支出 △237 △199

自己株式の取得による支出 △5 △1

配当金の支払額 △441 △339

非支配株主への配当金の支払額 △128 △133

財務活動によるキャッシュ・フロー △805 △673

現金及び現金同等物に係る換算差額 59 103

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △873 95

現金及び現金同等物の期首残高 7,603 6,742

現金及び現金同等物の中間期末残高 ※ 6,730 ※ 6,837
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用）

　「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号　2022年10月28日。以下「2022年改正

会計基準」という。）等を当中間連結会計期間の期首から適用しております。

　法人税等の計上区分（その他の包括利益に対する課税）に関する改正については、2022年改正会計基準第20-３

項ただし書きに定める経過的な取扱い及び「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第28

号　2022年10月28日。以下「2022年改正適用指針」という。）第65-２項(2)ただし書きに定める経過的な取扱いに

従っております。なお、当該会計方針の変更による中間連結財務諸表への影響はありません。

 

 

（中間連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

税金費用については、当中間連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後

の実効税率を合理的に見積り、税引前中間純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

なお、見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率を

使用しております。
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（中間連結貸借対照表関係）

※１中間連結会計期間末日満期手形

　中間連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。なお、前

連結会計年度末日が金融機関の休日であったため、次の前連結会計年度末日満期手形が前連結会計年度末残高に含

まれております。

 
前連結会計年度

（2024年３月31日）
当中間連結会計期間
（2024年９月30日）

受取手形

電子記録債権

16百万円

44

－百万円

－

支払手形

電子記録債務

設備関係電子記録債務

23

277

11

－

－

－

 

　２売上債権遡及義務

　「受取手形、電子記録債権」の一部を対象に、債権流動化の目的で譲渡しております。その内、当社に遡及義務

の及ぶ金額は、次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（2024年３月31日）
当中間連結会計期間
（2024年９月30日）

 164百万円 61百万円

 

　３当座貸越契約

　当社グループは、運転資金の効率的な調達を行うため取引金融機関と当座貸越契約を締結しております。この契

約に基づく借入未実行残高は次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（2024年３月31日）
当中間連結会計期間
（2024年９月30日）

当座貸越限度額 3,822百万円 3,838百万円

借入実行残高 1,165 1,165

差引額 2,657 2,673

 

（中間連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※現金及び現金同等物の中間期末残高と中間連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前中間連結会計期間

（自 2023年４月１日
至 2023年９月30日）

当中間連結会計期間
（自 2024年４月１日
至 2024年９月30日）

現金及び預金 7,291百万円 7,424百万円

預入期間が３か月超の定期預金 △561 △586

現金及び現金同等物 6,730 6,837
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前中間連結会計期間（自　2023年４月１日　至　2023年９月30日）

１.配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2023年６月９日

取締役会
普通株式 441 52.00 2023年３月31日 2023年６月30日 利益剰余金

 

２.基準日が当中間連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間連結会計期間の末日後とな

るもの

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2023年11月10日

取締役会
普通株式 169 20.00 2023年９月30日 2023年12月８日 利益剰余金

 

Ⅱ　当中間連結会計期間（自　2024年４月１日　至　2024年９月30日）

１.配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2024年６月11日

取締役会
普通株式 339 40.00 2024年３月31日 2024年６月28日 利益剰余金

 

２.基準日が当中間連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間連結会計期間の末日後とな

るもの

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2024年11月12日

取締役会
普通株式 212 25.00 2024年９月30日 2024年12月11日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前中間連結会計期間（自　2023年４月１日　至　2023年９月30日）

　　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：百万円）

 報告セグメント
その他
（注）

合計
 

計測制御
機器

計装
システム

センサ 計

売上高       

外部顧客への売上高 4,524 3,486 3,537 11,548 452 12,000

セグメント間の内部売上

高又は振替高
－ － － － － －

計 4,524 3,486 3,537 11,548 452 12,000

セグメント利益 598 532 622 1,753 97 1,850

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、修理・サービス等を含んでおりま

す。

　　２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と中間連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）
 

利益 金額

報告セグメント計 1,753

「その他」の区分の利益 97

全社費用（注） △936

中間連結損益計算書の営業利益 914

（注）　全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

　　３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　　該当事項はありません。
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Ⅱ　当中間連結会計期間（自　2024年４月１日　至　2024年９月30日）

　　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：百万円）

 報告セグメント
その他
（注）

合計
 

計測制御
機器

計装
システム

センサ 計

売上高       

外部顧客への売上高 4,884 3,980 3,803 12,669 497 13,166

セグメント間の内部売上

高又は振替高
－ － － － － －

計 4,884 3,980 3,803 12,669 497 13,166

セグメント利益 714 574 658 1,947 100 2,047

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、修理・サービス等を含んでおりま

す。

　　２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と中間連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）
 

利益 金額

報告セグメント計 1,947

「その他」の区分の利益 100

全社費用（注） △980

中間連結損益計算書の営業利益 1,066

（注）　全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

　　３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　　該当事項はありません。
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（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

　前中間連結会計期間（自　2023年４月１日　至　2023年９月30日）

（単位：百万円）

 

報告セグメント
その他

（注）
合計

計測制御機器 計装システム センサ 計

日本 3,029 2,541 3,192 8,764 443 9,207

アジア 1,338 841 317 2,497 4 2,501

北米 115 49 5 170 0 170

欧州 31 40 19 92 3 95

その他 8 13 2 24 0 24

顧客との契約から

生じる収益
4,524 3,486 3,537 11,548 452 12,000

その他の収益 － － － － － －

外部顧客への売上

高
4,524 3,486 3,537 11,548 452 12,000

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、修理・サービス等を含んでおり

ます。

 

　当中間連結会計期間（自　2024年４月１日　至　2024年９月30日）

（単位：百万円）

 

報告セグメント
その他

（注）
合計

計測制御機器 計装システム センサ 計

日本 3,172 3,005 3,340 9,518 484 10,003

アジア 1,427 950 437 2,814 7 2,822

北米 226 9 4 240 0 241

欧州 48 6 19 73 4 77

その他 10 8 2 21 0 21

顧客との契約から

生じる収益
4,884 3,980 3,803 12,669 497 13,166

その他の収益 － － － － － －

外部顧客への売上

高
4,884 3,980 3,803 12,669 497 13,166

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、修理・サービス等を含んでおり

ます。
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（１株当たり情報）

　１株当たり中間純利益金額及び算定上の基礎

 
前中間連結会計期間

（自　2023年４月１日
至　2023年９月30日）

当中間連結会計期間
（自　2024年４月１日
至　2024年９月30日）

　　１株当たり中間純利益金額 72円85銭 74円60銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する中間純利益金額

（百万円）
618 633

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する

中間純利益金額（百万円）
618 633

普通株式の期中平均株式数（千株） 8,486 8,496

　（注）潜在株式調整後１株当たり中間純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２【その他】

①期末配当

　2024年６月11日開催の取締役会において、2024年３月31日の株主名簿に記載された株主に対し、次のとおり期末

配当を行うことを決議いたしました。

　1　配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　　339百万円

　2　１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　40円00銭

　3　支払請求権の効力発生日及び支払開始日　　　2024年６月28日

 

②中間配当

　2024年11月12日開催の取締役会において、2024年９月30日の株主名簿に記載された株主に対し、次のとおり中間

配当を行うことを決議いたしました。

　１　配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　212百万円

　２　１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　25円00銭

　３　支払請求権の効力発生日及び支払開始日　　2024年12月11日

 

③その他

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の中間連結財務諸表に対する期中レビュー報告書  

 

2024年11月12日

株式会社チノー

取締役会　御中

 

監査法人ナカチ

東京都千代田区
 

 
代 表 社 員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 藤　代　孝　久

 

 
代 表 社 員

業 務 執 行 社 員
 公認会計士 家　冨　義　則

 

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社チノー

の2024年４月１日から2025年３月31日までの連結会計年度の中間連結会計期間（2024年４月１日から2024年９月30日ま

で）に係る中間連結財務諸表、すなわち、中間連結貸借対照表、中間連結損益計算書、中間連結包括利益計算書、中間連

結キャッシュ・フロー計算書及び注記について期中レビューを行った。

　当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の中間連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る企業会計の基準に準拠して、株式会社チノー及び連結子会社の2024年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了

する中間連結会計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要

な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。期

中レビューの基準における当監査法人の責任は、「中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載され

ている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、

監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断し

ている。

 

中間連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して中間連結財務諸表を作成し適

正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない中間連結財務諸表を作成し適正に表示す

るために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　中間連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき中間連結財務諸表を作成することが適切で

あるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を

開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から中間連結財

務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・ 主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー手

続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年

度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・ 継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、中間連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と認

められる企業会計の基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。

また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、期中レビュー報告書において中間連結財務諸表の

注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する中間連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、中間

連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報

告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能

性がある。

・ 中間連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠してい

ないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた中間連結財務諸表の表示、構成及

び内容、並びに中間連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事項が認められな

いかどうかを評価する。

・ 中間連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査人

は、中間連結財務諸表の期中レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査人の結

論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見

事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合

又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 

以　上

 

(注) １．上記の期中レビュー報告書の原本は当社(半期報告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは期中レビューの対象には含まれていません。
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